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「国際センターだより」では、土木学会の国際活動の一端を紹介しています。国際センターが毎月発行している

「国際センター通信」と合わせて是非ご一読ください。

国際センターが企画するイベント（行事）については、以下のURLでアクセスし、「イベント情報＆開催報告」をご覧ください。

http://committees.jsce.or.jp/kokusai/　 土木学会国際センター 検　索

Event Calendar

「世界で活躍する日本の土木技術者シリーズ」� �
第11回シンポジウム開催報告（国際センター主催）

　第11回目を迎える「世界で活

躍する日本の土木技術者シリー

ズ」のシンポジウムが2018年1

月24日に土木会館講堂で開催

された。また、関西支部、中部

支部の協力の下、シンポジウム

初となる支部へのライブ配信も行われた。

　今回は、世界最大級の中央径間を誇る吊橋「オスマン・ガー

ズィー橋建設工事」をテーマに、（株）IHIインフラシステムより、

同プロジェクトの概要、工期短縮を実現した技術の解説、若手

技術者の海外経験など、濃密な内容をご講演いただいた。当日

は、すべての会場を合わせて100人を超える参加があり、質疑応

答では、活発な質問が飛び交った。

　本行事の実施に際し、ご協力、ご支援をいただいた関係各位

に感謝申し上げる。

YTU-MES-JSCE ジョイントセミナー開催報告

　2017年10月28日～ 29日に、ヤンゴン工科大学（YTU）にて、

構造工学委員会がYTU、MES（ミャンマー工学会）とジョイン

トセミナーを公益信託土木学会学術交流基金の助成を受けて開

催した。

　本セミナーは、ミャンマー国内の産官学および日本の土木関

係者による相互の情報共有・

議論を通じて、ミャンマーの若

手技術者の研究奨励、社会イン

フラ整備の現状共有、最新の土

木技術に関するミャンマーでの

社会実装可能性の検討などを

狙いとしている。

　各研究セッションでは、活発な意見交換が行われ、参加者全

員に大きな刺激となった。セミナーの総参加者数は139名であっ

た。なお、本セミナーは今後も継続的な開催を予定している。

地質リスク学会訪英調査・英国分会との交流報告

　地質リスクマネジメントの普及に取り組んでいる地質リスク

学会は、2017年10月22日～ 29日にかけて、「『地質リスク』海外

調査ミッション」を実施した。

　2017年10月25日には、土木学会の英国分会（分会長：齊藤大

輔氏）の協力を得て、現地企業に勤務されている日本技術者の

方々との意見交換会がロンドン市中心部にて実施された。

　意見交換会では、技術的な情

報のみならず、英国と日本との

文化的・社会的違い、英国企業

訪問では深堀できなかった話

題など、幅広い意見交換が行わ

れたとのことである。

News Pick Up !!

発表に聞き入る参加者

英国分会メンバーとの記念撮影

来賓、Keynote Speakerとの集合写真
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